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研究概要 

発症後早期から亜急性期にかけての TIA または軽症脳梗塞患者に対するアスピリン及びク

ロピドグレルの併用療法における脳梗塞再発予防の有効性が示されている。さらに

CSPS.com において発症後 8 日以上経過したシロスタゾールとアスピリンまたはクロピドグ

レルの併用療法はアスピリンまたはクロピドグレルの単剤と比較し、脳梗塞再発予防効果

に優れていることが示された。しかしながら、ラクナ梗塞における抗血小板薬併用療法が単

剤療法に対して長期の脳梗塞再発予防に有効であるかはこれまで示されていない。 

 

目的 

CSPS.com 試験において対象となった患者のうち、ラクナ梗塞患者において、シロスタゾー

ルとアスピリンまたはクロピドグレルの併用療法とアスピリンまたはクロピドグレルの単

剤療法における脳血管イベントおよび出血イベントの発生率を比較検討する。 
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